
点数　各項目20点満点

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

39 引児 神崎マコト 一般審査員Ａ 18 15 20 15 20 88 1月分の中では一番怖い長編怪談だと思います。職場の後輩と海鮮丼を食いに行った
主人公が訳の分からないものに巻き込まれてしまうのは気味が悪いなと思います。後
輩は最近の人らしくSNSでバズれるネタだと思って動画を回していたが、結果としてそ
れがフラグになってしまうのは教訓めいているなと思います。多分擬音として、【】を使っ
ているのかなと思いましたが、途中で【引児】と書いてあるところがあったため、統一した
ほうがいいと思います。ですが、それを差し引いても怖さには影響はないため、全体的
に高得点にしています。匂いで恐怖を演出する怪談は他では見たことありません。映像
化したら怖さはさらに膨れ上がると確信しています。

39 引児 神崎マコト 一般審査員B 17 15 12 10 12 66 まるで2ちゃんねるのレジェンドホラーみたいな流れと話のうまさでどんどん引き込まれ
た作品でした。綺麗にまとまっていて、文章力あり読みやすかったんですが、なんせBさ
んが死ぬのが早くてびっくりしました。助けずに逃げる場面はちょっと引きました。そこだ
けは腑に落ちませがとっても怖い話でした。

39 引児 神崎マコト 一般審査員C 19 20 16 18 18 91 「これこれ、こういうのがこういうのが良いんだよ」と良いたくなるような非常に好みの内
容でした。海の怪異はやはり恐ろしいと同時に、親しい友人が怪へ転じてしまった事へ
の無念の話の奥行きを作っています。長いのに構成に過不足も無く文章も綺麗で読み
やすい。
描写が的確で五感から感情が伝わってきます。
流れ自体は王道で往年の洒落怖のパターンとも言えますが、丁寧に紡がれたお話は王
道だからこその力を感じました。

39 引児 神崎マコト 一般審査員D 18 16 17 17 15 83 個人的に得体の知れない怪異が具現化して生きている人間を引きずり込もうとする話
が好きなので評価が高めになっています。バズりたい、という後輩の今時な心理がたま
たま体験者を救う形になってしまい、完全なる逆恨みで付き纏われる理不尽。海に近寄
る生者を問答無用で海に引きずり込もうとする引児という存在。全てが理不尽でとても
面白い。体験者にとっては恐ろしくもおぞましい体験だったと思うが、話としてとてもよく
纏められているし文章力が高い。台詞と情景描写の使い分けも上手く、読んでいて引き
込まれてしまった。とても面白い話をありがとうございます。

39 引児 神崎マコト 一般審査員E 18 10 20 15 15 78 「引児」という名前には新しさを感じましたし、「引児」の描き方や県外の神社へ行くまで
の緊迫した様子がとても怖かったです。Bが海で行方不明になっているのに警察がその
まま帰るのには違和感があったのと、その日以来、見付かっていないので有れば、その
場所に二度と行かないのにも違和感が有ります。現実離れしている構成だと一気に冷
めてしまいます。二日間の短い時系列で終わらせずに書いても良かったのでは無いで
しょうか？その辺をもっと上手く書いて貰えれば高く付けられたと思います。

39 引児 神崎マコト 一般審査員F 15 14 13 16 14 72 話としては、伝承、言い伝えの部類に入るものだと思いますが、非常に怖くていい怪談
でした。夜の海、凪、漂う生臭い臭い、耳に残る音、不気味な存在、そして、宮司。要素
としても怪談らしさがちりばめられていて非常に興味をそそられました。全体的にストー
リーもわかりやすかったし、非常に面白かったですが、行間が取られているともっと読み
やすくなって良かったかな、と思います。怖さの中にも、後輩との会話のやり取りや、音
の表現などはユーモアさもあって、そこも良かったと思います。引児は最初からBさんを
狙っていたのではなく、主人公の方を狙っていた、というのは理不尽なような、気持ちと
しては複雑ですね。

39 引児 神崎マコト 一般審査員G 20 13 13 10 15 71 タイトルの「引児」にまず心を掴まされたお話しでした。もちろん初めて聞いた言葉です
し、何の事だろう？と思ったのですが、何故か不気味な感じがしたのです。お話も情景
や描写が細かく丁寧に書かれている事で怖さも増した事から高得点のお話しだったと
思います。又途切れ途切れの会話もリアリティがあり、より怖さに拍車が掛かったように
思いました。又興味深い内容だったので一気に完読出来ました。土地に纏わる怪異は
本当に恐ろしいものがありますよね…嘘だろ？迷信だろ？と思ってもやはり現実そう
いった事が起きてしまう不思議さと怖さ。私の住んでいる地域には無いと思うんですけ
ど、自分が知らないだけなのかなぁと思ったり。文末にはその後何も怪異は起きていな
いとの事で、良かったなぁと思ったのですが。何かある所には迂闊には行くべきではな
いし、必要以上に食い付くものでは無いですね。あ、でも魅入られたのかなぁ…怖
いっ！

39 引児 神崎マコト 一般審査員H 20 15 10 20 20 85 こちらもトラウマにさせるような生々しい事象。しんどすぎ。興味を唆られるタイトルなの
で、一番最初に読みました。後悔しました。怖かった。文章の完成度が高く最初から最
後まで没入して読むことができました。スマホやお札、小道具の使い方が非常に上手
く、緊張感がハンパないので、こわ！こわ！を連呼してしまいました。怪異現象の描写、
登場人物の人柄や心情描写、それぞれ簡潔に自然に想像できるように綴ってあり、読
み手を夜の黒い海にねっとり堕としていく完成度の高い怪談だと思います。

39 引児 神崎マコト 一般審査員I 13 11 11 10 10 55 Bも自業自得ですよね。ご遺体かもしれないものがあるのに撮影をしたり。っていうか彼
も止めないで警察に連絡をさせていればこのようなことにならなかったのでは。。。彼も
Bも自業自得なお話のような。トラウマも原因は自分で作ってますし。。。このまま何事も
なく生きていけるといいですね

39 引児 神崎マコト 一般審査員J 20 16 16 3 14 69 個人的には好きな話でした。後輩の人の自業自得感は否めませんが可哀想だとは思
いました。洒落怖っぽくて好みでした。今後何事もないといいですね。

合計 178 145 148 134 153 758

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

14 「私の話」 イソノ コウヤ 一般審査員Ａ 10 8 8 8 8 42 物語の作り方として、別の人（Ａさん）から聞いた話ですと最初に示したほうがいいかな
と思いました。そのほうが読み手に伝わると思うので。黒い何かが出てきて、それは自
分の膿だという認識はある。そして、それを何とか周りに共有させようという行動も怖い
なと思いましたが、これは怪談になるのかなと思いました。なので、怖さ以外の部門の
点数は低めにしています。

14 「私の話」 イソノ コウヤ 一般審査員B 10 13 18 12 10 63 なんとも掴みどころのない奇妙な話でした。自分だけじゃなく他の人にも見える黒い液
体、体から出る灰汁のようなもの海外では悪魔が出て行く時に目や口から黒い何かが
出るみたいなのを聞いたことありますが、もしかして信仰している宗教はキリスト教です
か。詳しくもう少し聞きたいですね。

14 「私の話」 イソノ コウヤ 一般審査員C 13 15 14 13 14 69 知らず知らずの内かそれとも意識的にか？無意識なのか？ストレスにもし色をつけると
すると確かに黒ですね。綺麗さっぱり不安は解決！とは言えないような真っ黒な結末 ま
るであちら側からこちら側へと誘うような文章構成に鋭さとイヤな怖さがありポイント高
めとしました 黒い考えや、淀だ人と接しているうちに自分も同じ黒に染っていきます関
わらないのが最良ですね自分がそちら側にいってしまう前に

14 「私の話」 イソノ コウヤ 一般審査員D 9 6 15 13 12 55 感情が具現化したものをそのまま「膿」として捉えるものの、簡単に洗い流せる程度のも
のであればあまり深刻なものではそもそもなかったのでは？と感じてしまった。状況は
深刻になっているのに、怪奇現象が起き始めた頃を変わらず簡単に跡形もなく消し去る
ことができるのが少々不自然。母親の煮詰まった感情が遂に無垢な子どもにまで伝
わってしまった、というのはかなり深刻な状況のはずなのに「お察しの通り黒いものは水
にすぐ流れ落ち」てしまう程度のものだろうか。
初めは母親の日記かと思ったが、インタビューを文字起こしした形式だったらしい。それ
にしても、改行・行間が詰まりすぎていて読みづらい。母親の独白だけで終わらせた方
が微妙に後味が悪く、最後のインタビュアーの解説がせっかく膨らんだ想像を固定化さ
せてしまい、面白みが欠けた状態で終わってしまうのが残念。ユーモアのある話かと期
待して読んだ分、読後感があまり良くなかった。

14 「私の話」 イソノ コウヤ 一般審査員E 20 20 20 18 20 98 読み応えが有り謎が残る不気味なお話でした。子育ては思い通りに行かない事の連続
で子供に当たりたくなってしまう。そういう自分の嫌な部分、黒い部分が黒い液体となっ
て体外に排出する事で浄化している。そんな風に浄化出来たらいいなぁ～なんて、途中
まで共感して読んでいたのが、一番理解して欲しい夫に理解して貰えなかった、そして
諦めた所から「あっち側とこっち側」とかおかしな事を言い始めるＡさんが静かに狂気を
帯びていったのが物凄く怖かったです。黒に染まれなかったと言いながら全身黒ずくめ
でハンカチまで黒。そもそも本当に黒い液体なんて出ていたのだろうか？読み終わった
後のなんとも言えない薄気味の悪さ！人怖なのか？人怖ともジャンルが違うような？と
にかく不気味な怪談でした。     

14 「私の話」 イソノ コウヤ 一般審査員F 13 12 15 16 14 70 読んでいく途中の匂いや質感ですか、というところで、問いかけの形式で書かれている
のが斬新で面白いな、と感じましたが、更に読んでいき、終盤でこれは投稿者さんご自
身の話ではなく、投稿者さんが聞き手になってAさんから話を聞いているシチュエーショ
ンなのだ、と理解しました。ですが、書き方としては新しさもあり面白く感じました。Aさん
の鼻から出てくる黒い塊は心の膿、とか、あっち側、こっち側、というような独特の考え
方、表現もユーモアを感じました。子育ての悩み的な話からこんな怪異的な話になって
いく、という意味では意外さも感じました。Aさんの装いが黒ずくめだった、というのも実
は未だに解決していないAさんの心の闇を感じさせる怖さがありますね。文面で、そした
ら、そしたらヒロちゃんの…と文が繰り返しになっている処が気になったのと、後は行間
が少なかったので、行間を適度に空けると、読みやすさがアップするのにな、と思いまし
た。

14 「私の話」 イソノ コウヤ 一般審査員G 15 13 13 13 13 67 とても怖いお話しでしたが、怖さの中にも色々と考えさせられる、深い内容だったと思い
ます。語り口調の文面もテンポが良く興味深い内容も相まって面白く拝読出来ました。
同じ母親として色々と感じる所もあり子育ての難しさや旦那や周りとの意見や感覚の違
いなど共感出来る部分もありました。しかしその黒い物は何なんでしょう？でも普通でし
たらすぐ病院へ！となる所を怪異ととらえ向き合っていく姿…また彼女の服装も真っ黒。
黒に囚われてるのは何なのか？子供にまで伝染していた黒。不気味でしか無いです。
そして最後の一文も非常に考えさせられました。私は何色なんだろう…

14 「私の話」 イソノ コウヤ 一般審査員H 20 20 5 15 15 75 なんて複雑な文章を書く投稿者さんなんだ…と若干の不快感を感じながら読み進めた
ら、最後で一気に黒い渦に飲み込まれました。派手な怪異ではありませんが、小さな雫
のような怪異が、どんどんAさんを蝕んでいく過程が蛇口全開で流れてきて、とてもおそ
ろしかったです。Aさんの「大丈夫です」が全然大丈夫にならないオチのまとめ方は、読
み手もジワジワ黒く染められていくようでゾクゾクしました。
投稿者さんが取材した相手のお話だったのですが、最後の投稿者さんの原稿はとても
美しい文脈で、ギャップに驚きました。謎の不快感を持たせた文脈を書ける才能が凄い
です。この怪談は育児をしている方々にめっちゃ刺さると思います。

14 「私の話」 イソノ コウヤ 一般審査員I 10 10 10 10 10 50 ちょっと意味がわからなかったです。何が言いたいのかも怖いポイントもわからなかった
です。体内から出てくる黒いものが怖いのか、ちょっと気がおかしくなってる様子の方が
怖いのか、そんな彼女を心配しない家族が怖いのか。。。どうなんでしょう

14 「私の話」 イソノ コウヤ 一般審査員J 20 20 20 3 18 81 霊が出てくるとか怪奇現象がないのにこんなに怖くで憂鬱になる話はあまり見たことが
なかったので全体的に高得点を付けました。子どもを想う気持ちや、周囲に自分の気持
ちや頑張りを認めて貰いたい・・でももう期待しないと言う部分では闇も感じるなと思いま
した。最後の全身黒の装いからして黒いものへまだ執着しているのでは？と感じまし
た。お子さんのその後も気になりました。

合計 140 137 138 121 134 670

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

23 3人組のロシア人 ツカサ＠海外で怪談蒐集してます 一般審査員Ａ 8 8 10 10 10 46 3年以内に何かが起こる。都市伝説界隈ではよく聞く話だけど、それを中国で体験した
話は非常に興味深いなと思いました。怖いとは思いません。なので全体として得点は低
いです。居なくなった上司の家の住所をストリートビューで検索すると線路と、草むらと、
駅舎だけの写真が出てくる。そして、草むらには三人組のロシア人が映っていたのは
ちょっと気味が悪いなと思いました。

23 3人組のロシア人 ツカサ＠海外で怪談蒐集してます 一般審査員B 15 13 15 13 14 70 UFO、宇宙人関係、最高ですね。実話であって欲しい話です！確かに人型の宇宙人は
北欧系の人に近いらしいし、基本テレパシーで話すみたいだから、もしかしてロケットの
発射場で会った時はM3の上司かもしくは別の宇宙人とテレパシーで会話していて、無
視された感じになったのかな？そして、そこの社員はMさん以外、宇宙人と繋がりがあ
る人なのかもしれませんね。最後に今から3年以内っていう流れは微妙でした。その当
時に確か5年後くらいに起こるって言ってたっていうくだりにして欲しかったですね。

23 3人組のロシア人 ツカサ＠海外で怪談蒐集してます 一般審査員C 17 18 18 16 17 86 これぞ令和の怪談！といったところで、今読めたのが良かったと思わせられました。
賞味期限付きの怪談だが、だからこその恐怖がありました。
言葉は通じるのに話が通じない、人の形をした何かと接しているかの様な恐怖も。
何故3人組なのか？何故上司が消えたのか？不可解な出来事は何も解決せず、それ
がリアリティを底上げし、恐怖に繋がっています。
構成も文章も申し分無し。
オチも秀逸。
自分もこの先どうなるんだろう、という読み手に感じさせるアタックまで掛けてくるなんて
許せません（大好き）。

23 3人組のロシア人 ツカサ＠海外で怪談蒐集してます 一般審査員D 10 16 17 15 15 73 思いがけずUFOの話でわくわくしながら最後まで読めた。謎の青年たちの正体は一体
何者だったのか、Mさんは他に何を知っているのか、ミステリー要素もあり全体的にとて
もよくまとまっていてとても面白い。そして定番の「三人組の背の高い男」がいるだけで
も楽しい。
全体的に読みやすい構成になっており、内容も分かりやすい言葉が使われていてとて
も理解しやすい文章に好感を持てた。

23 3人組のロシア人 ツカサ＠海外で怪談蒐集してます 一般審査員E 10 15 20 15 10 70 採点もコメントも難しくて、最後まで迷ったお話でした。３人組はロシア人なのか？宇宙
人なのか？行方不明の上司も宇宙人？そして知り得ない事を知っている同僚も？そし
て３年以内に起こる事とは？謎が多過ぎて考えて込んでしまいました。ストリートビュー
のくだりは、新しいとは思ったので新しさを高く付けました。

23 3人組のロシア人 ツカサ＠海外で怪談蒐集してます 一般審査員F 15 13 14 15 14 71 率直に面白いお話でした。創作だとしても非常に面白いし、実話だとしたら、面白いを超
えて興味深くて怖い。謎のロシア人らしき人物とISS？らしき物体。その事からロシア人
と思っていた３人組はもしかしたら宇宙人なのかも…というMさんの考えには激しく同意
してしまう。お話の内容自体も素晴らしいですが、文体も行間がしっかり取られている
し、読み物としても非常に読みやすく、高評価をつけさせていただきました。このお話が
実話だった場合、最後の〝それ〟は今から３年以内に、日本のとある場所で起こるそう
だ－という一文が非常に気になります。

23 3人組のロシア人 ツカサ＠海外で怪談蒐集してます 一般審査員G 15 13 15 10 15 68 とても不思議なお話しでした。幽霊や心霊系では無いのですが、3人組のロシア人は何
者なのか？凄く気持ちの悪い怖さ。なので怖さの点で高得点にしました。またあまり聞
いた事の無い怪談でしたし、最後の件もあり他の点でも高得点とさせて頂きました。最
初はUFOの話しなのかなぁ？と思い興味深々で読んだのですが、なんだか予言めいた
終わり方⁈未来人⁈個人的には大好物の話しでしたが…今後の未来に不安も過ぎり、何
とも言えない気持ちになりました。運動場での描写やロシア人の描写がとてもリアルで
コロナ禍等も重なり、なかなか長期に渡る不思議な体験にも関わらず、丁寧に読みや
すく纏められていたと思います。

23 3人組のロシア人 ツカサ＠海外で怪談蒐集してます 一般審査員H 15 5 10 20 10 60 不思議な不思議なお話で、霊障とは違う消化できない気持ち悪さを感じる内容でした。
最初から最後まで不思議な怪奇現象で脳内が「？」でいっぱいになり記憶に残る怪談と
なりました。UFOについて知見が無いので、未来にも過去にもいける可能性は想像でき
なかったのですが、最後にちゃんと怪奇現象初心者の私でも理解できるように自然にま
とめてあったので、不思議なのに爽やかな読了感でした。最後の一文が都市伝説を感
じる内容だったので、ぐっと心をつかまされました。おもしろい！

23 3人組のロシア人 ツカサ＠海外で怪談蒐集してます 一般審査員I 10 10 10 10 10 50 あんまりよくわからなかったです。話が少しも入ってこず。最後まで読みはしたのですが
怖くもないし何の話だかよくわからなかったです。ごめんなさい

23 3人組のロシア人 ツカサ＠海外で怪談蒐集してます 一般審査員J 15 18 20 3 10 66 何とも不思議な話でした。怖さはなかったけど魅入られる話だと感じました。上司の方
は結局どこに行ってしまったのか気になります。ロシア人の方達は宇宙人って事だとは
思うのですがなぜか投稿主に人には優しい感じなのが不思議でした。

合計 130 129 149 127 125 660

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

42 天使の公衆電話 たこくらら 一般審査員Ａ 10 12 15 15 15 67 幽霊は出てこないけど、ちょっと気味が悪い話だなと思いました。天使の公衆電話とい
うタイトルからは想像ができない展開でした。何も知らずにバイトをやらされ、それが実
は催眠商法だったというオチは現代社会の闇だと思いますし、途中で出てきた若者が
操られていたのかどうか分からないのも怖かったです。公衆電話の受話器から液体が
流れてくる展開は、『学校であった怖い話（学怖）』で見たことがある展開だなと思ったの
で、ユーモアや意外はそこまで高くしていません。それを差し引いても、怪談としては悪
くないと思ったので全体的に高めの得点にしています。

42 天使の公衆電話 たこくらら 一般審査員B 15 15 12 10 15 67 ひと昔前に流行った電気をあてる機械の集まりに似てるなって思いました。そこにも沢
山の老人が集まってたから、もしかしてあれも詐欺だったのかと思うと案外近くでも騙さ
れた人いるのか⁉とかんじました。話を戻すと不思議なのは公衆電話の男の子で最後ま
で正体はわからないまま、そして、少し未来の出来事を電話で教えてくれるんだけど、
あの時点で老人たちに密かに騙されないでって伝えられたらなんか変わってたのか
なって思いました。

42 天使の公衆電話 たこくらら 一般審査員C 15 17 18 16 17 83 読みやすい文体による短編小説の様な怪談。
まるで生きているかの様な不可思議な公衆電話がこの話に於ける怪異であり恐怖のメ
インではあるが、裏のメインは人間の良心や習性を利用した販売業者とそれに加担して
しまいそうになる高橋さんの心の闇であろう。
丁寧な文体は素晴らしいが、その分怪談ぽさより小説ぽさが先行してしまい、恐怖とい
う意味では生感が欠けて少し難しい部分がありました。
その代わり、話の構成や美しさは高い評価を付けたくなります。

42 天使の公衆電話 たこくらら 一般審査員D 15 12 16 13 14 70 読んでいてすぐに悪徳商法のあれだ、と分かった。催眠商用ではなくマルチ商法なの
で、まずは正しい知識を持っていてほしい。それは置いておいて。初めは和気藹々とし
ていたのに、子どもに公衆電話の話を聞いてから一気にオカルト方向に変わっていくの
がとても面白い。都市伝説的な話でも妙に信憑性があるものの、公衆電話の使い方も
ままならない子どもがその話を知っているという違和感が不気味さを増してくれている。
感じの良い女性店員に群がる高齢者の様子もすごくよく伝わってくるけれど、そこまで
大量に売り付けたのか？というタイミングだっただけに、悪魔の電話から声が聞こえて
きたのは未来の高齢者たちの声だったのか。考察をさせる余地もあり、最後に書いてあ
るとおり災害時スマホが使えない時は公衆電話に頼らざるを得ないケースが発生したら
思わず一段高くなっている方の公衆電話を使ってしまう気がする。

42 天使の公衆電話 たこくらら 一般審査員E 10 10 15 15 15 65 本当に男の子が教えてくれた通りの天使の電話だったのか？天使と悪魔逆って事も？
天使の公衆電話であんなに暴言を聞かされては、本当に天使なのかを考えてしまいま
した。悪魔の公衆電話は、結果的にお年寄りを騙す商法に加担してしまった報告の電
話をかけていただけなので、描き方が弱いと思いました。十数年後にまた訪れた時の
若い男との描き方もよく分りませんでした。「満艦飾」「満艦飾の血判状」など面白いワー
ドが出ているのに、それが話に生かされていないのが残念でした。 

42 天使の公衆電話 たこくらら 一般審査員F 13 11 13 14 14 65 お話の内容は、高齢者を騙してお金を巻き上げる悪徳商法に店員として無意識に加担
してしまった主人公の高橋さんがその事実に気づかされて苦しめられる、というものだ
けれど、被害者達の念が公衆電話を通じて襲って来る、という展開は新しいかもしれな
い。人間の本心は見ただけではわからないところに怖さも感じる。実際、こうした悪徳商
法によって泣き寝入りしたり、苦しんだまま亡くなっていく高齢者も結構いるのかもしれ
ないと思うと胸が痛くなる話だ。高橋さんが怪異に苦しめられるきっかけが小学生の男
の子というのも不思議な感じがして面白い。??が文中に多く使われているのが少し気に
なりました。改行や行間があるともっと良かったです。

42 天使の公衆電話 たこくらら 一般審査員G 18 13 13 13 13 70 天使というワードで怪談よりも不思議系の話を想像した私。読み始めも天使の御加護な
どを想像していた私でしたが、どんどん良い意味で裏切られていく内容がとても面白い
お話しでした。また私の町にもそういった類のマッサージ店があったなぁと思ったり。少し
身近に感じられたのもありジワっ〜と来る怪異が良かったので高得点なお話しだったと
思います。後半畳み掛ける様に襲ってくる怪異の描写が非常に生々しく読み手に良い
意味の不快感を与え、又老人の心の中の叫びと執着！とても嫌な気持ちになりました
（あ、もちろん良い意味で）

42 天使の公衆電話 たこくらら 一般審査員H 10 10 5 5 15 45 これ、アレですよね！？とコロナ前によく見かけていた、あのテナントですよね！？と興
奮しながら読み進めました。途中まで、これ人怖かな？なんの怪談かな？と思ったら怒
涛の悪魔の展開に。まさに怨念が生み出した怪異じゃないでしょうか。あまりの急展開
に少し混乱してしまったのですが、「現実」と「催眠」の境界の危うさを感じる緊張感のあ
る怪談に仕上がっていると思いました。怪異の部分が勇み足すぎて、少し雑な印象を感
じてしまいました。

42 天使の公衆電話 たこくらら 一般審査員I 12 12 10 10 10 54 天使と悪魔の電話。詐欺のお仕事。でも本人は詐欺だとは思ってなく天職な気持ちで働
いていて、あの電話を聞かずに最後まで働いたとしてもどっちにしても老人の恨みを
かって結末は変わらなかったんだろうな。救われない後味の悪いお話だなと思いまし
た。催眠商法だってなぜ気づかなかったんだろな高橋さん

42 天使の公衆電話 たこくらら 一般審査員J 18 17 15 3 14 67 霊的な怖さよりも人間の怖さが際立つ話でした。公衆電話のことを教えてくれた男の子
の存在も気になりました。話自体は分かりやすくて面白かったです。

合計 136 129 132 114 142 653

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

12 霊感。 Hachi 一般審査員Ａ 13 11 11 10 13 58 読んだ感想としてはよくある怪談だと思いました。そのため、全体的に平均的な得点に
しています。見える見える詐欺をしていた友人の末路は酷いものだった。人間、正直に
生きていかなければならないって思う反面、この友人は自分に注目してほしいと思うか
らたぶん幽霊が見えるって言ったのかなと感じましたので、意外さを高めにしました。毎
晩夢に女性が出てきて、体験者にいろいろ言ってくるのは怖いと思ったので、配分は高
くなりました。

12 霊感。 Hachi 一般審査員B 17 15 13 10 10 65 霊感のあるふりか本当にあるかは実際には霊にしかわからないと思いました。話に出
てくる女性の霊もただの逆恨みでAさんは特に何もしていない気がしました。霊感あるな
しに関係なく、霊に興味を持った時点で誰にでも起こりうる話だなと感じざるおえませ
ん。ただ私も昔、霊能者に霊に興味を持たないで下さいって忠告を受けましたが今でも
怪談をよんでますよ。

12 霊感。 Hachi 一般審査員C 15 15 16 14 11 71 霊感があるふりですか、最初は周りの注目を浴びたいが為についた等、理由は多々
あったのかも知れませんが結果自分の首を絞める事になる話はたまに耳にします。ジ
ワジワと読む事に迫るいや〜な怖さがありました ただある振りだけで済まずにその後
の結末まであるのは新しくまた挑戦的な意味合いを受けましたですので新しさとユーモ
アはやや高めとしました。

12 霊感。 Hachi 一般審査員D 14 17 10 12 16 69 霊感がある振りをして目立ちたがる人は一定数いるため、その戒めになる話だと感じ
た。そして、そんな自分勝手な思いは友人だけではなく死者さえも巻き込んで自分自身
を滅ぼしてしまう。そして、体験者なら助けられたかもしれないという深い後悔が伝わっ
てくるなんとも悲しい話だった。謎めいた夢から始まり、最後は謎解きのように様々な状
況が解き明かされていく気持ち良さと、文章力の高さで、一気に最後まで読んでしまっ
た。

12 霊感。 Hachi 一般審査員E 18 18 15 10 15 76 怪談好きだったら自分にも霊感が有ったらとか、視てみたい欲求にかられる事が有ると
思います。視えるからこその苦悩やAの末路を知ると、安易に思ってはいけないと思い
ました。Aは視える事に憧れると言うよりかは霊感が有るという事で、承認欲求を満たし
ていたのだと思いました。最初に夢の中に出てきた時の女性の表現が「４０代くらいの
女性」としか書かれていなくて、そのあとに「濃いめのグレーのワンピースを着ていて…
顔は見えていませんでした。」となっているので、最初に顔も見えていないのになぜ４０
代と分かったのかを書いて欲しかったです。

12 霊感。 Hachi 一般審査員F 13 12 11 12 12 60 霊感がある人に聞くと、大半の方は霊感なんてない方がいい、と答えられます。確か
に、そうなんでしょう。他の人には視えないものが常に視えたり、声が聞こえたり、といっ
た怪奇現象に悩まされるのだから、そんな経験はしないに越したことはないのかもしれ
ない。Aさんが霊感などないのにある、と称して作り話をしたりしたのは、一種の憧れと、
周りから注目を浴びたかったのかもしれない。ただ、そうした事で霊の怒りを買い、自身
が苦しみ不幸にも命を落とす結果となってしまったのは怖いし、悲しい事だと思う。投稿
者さんは結果的に守られて良かったですね。このお話で、良かったのは構成がしっかり
とされていて読みやすかった点です。気になった点は、！や？の使い方と、文中、春子
さんが言うには、自殺者は死後も自殺を繰り返すらしく…と文章が更に続きますが、繰
り返すらしい。という風にして、そこで文を一度区切った方が文章の構成的にはいいか
と思います。

12 霊感。 Hachi 一般審査員G 18 15 10 10 14 67 冒頭の丁寧な入りからぐっと引き込まれて読み進めました。描写も丁寧な事から情景が
想像でき、文面も簡潔な事からとても読みやすい怪談でした。後半につれてどんどん怖
さが増していき、最後がまさかの展開で更に別の恐怖も重なりとても面白かったので、
怖さの点で高評価にしました。霊が視える様になってしまった経緯の怖さ、その後友達
との関わりの中での怪異。最後は予想もしなかった展開…色々な怖さの宝石箱！しか
しそんな中にも守護霊との安堵する部分もあったりと読み応えがありました。

12 霊感。 Hachi 一般審査員H 15 10 5 5 5 40 嘘が招いた怨念が怖すぎる。若々しく、とてもカジュアルな文面なのに、徐々に悪化して
いく状況が生々しく引き込まれていきました。読んでいてこちらの気持ちが気持ちがしん
どくなってきた頃合いで、霊媒師の人の「その子、もうあかんかもやわ。」など、読み手を
エグるタイミングが上手い。飽きない構成だと思います。エピローグのまとめ方もとても
良かったです。壮絶な出来事がたった半年の間で起きていたこと、怨念の元になった火
災、A子の家族のこと、気になってた情報が解消されてスッキリとした読了感に続く、注
意喚起。誰もが経験した事のある「嘘」を軸にスピード感のある素晴らしい怪談だと思い
ます。

12 霊感。 Hachi 一般審査員I 17 15 10 10 12 64 面白かったです。幽霊見えることに憧れて酷い目にあってしまった。ちょっと幽霊見てみ
たいと思う私も危ないかもと思うとさらに怖かったです。文章も読みやすく一気に読むこ
とができました。

12 霊感。 Hachi 一般審査員J 20 18 18 3 20 79 すごく怖かった話でした。個人的にはとても好みでした。買っていたワンちゃんが投稿主
さんを守ろうとしている場面はとても感動しました。Aさんの言動で招いた結果でしたが
それでも友人が亡くなってしまった、助けてあげられなかったと言う気持ちを抱えながら
生きてきた投稿主さんの気持ちを考えると非常に辛かっただろうなと思いました。ここで
話して何かすっきりした気持ちになれているを願います。

合計 160 146 119 96 128 649

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

20 炭鉱町の廃病院 幸川栞（さいかわしおり） 一般審査員Ａ 12 12 12 12 12 60 クラスの友達と一緒に肝試しに行くというありきたりな話で、内容としてはそこまで悪くは
ないと思ったので平均的な得点にしました。体験したのが小学校6年のため、何が悪い
のか分からない時期ということもあるかもしれないが、やっぱりそういうところに行って不
適切な言動はしてはいけないと思うし、筆者以外、全員が若くして亡くなっているのは何
らかの要因があるのかなと思いました。そして、筆者自身も知らないところで家族がお
祓いをしたり、依代を流したりしていたと知ったときは、本気で心配している証だなと感じ
ました。

20 炭鉱町の廃病院 幸川栞（さいかわしおり） 一般審査員B 12 12 13 10 15 62 ありきたりな廃病院と思いきや呪いがかけられていて結界で塞いでいる設定が意外で
した。意外性が突出しすぎていて、40まで祟るからのそれぞれの死因が強引すぎて怖
さにリミットがかかっちゃいました。発想は素晴らしいと思います。もう少し話を練ると最
高の作品になると思います。

20 炭鉱町の廃病院 幸川栞（さいかわしおり） 一般審査員C 17 17 15 15 17 81 呪いや怨念の力は絶大ですね最初はその場所や、特定の個人へ向けられたモノでも
長い年月が経つにつれその念はやがて形を保つ事も忘れ黒い念のみが残りその建物
に踏み入る人へと刃を向ける…制御不能の怖さがありましたそして40までは生き残れ
ないそれぞれが違う死因で順に亡くなって行くのは次はお前だと死刑宣告をされたよう
で読み進めるのが楽しかったですお母様が人知れず手を合わせくれた事によって唯一
の生存者となった主人公はまるで生かされたメッセンジャーのような役回りと感じまし
た。その点を物語としての新しさやユーモアとして加点しました

20 炭鉱町の廃病院 幸川栞（さいかわしおり） 一般審査員D 11 6 6 9 10 42 子どものイタズラから始まる怪異の話は個人的にとても好きだ。しかし、母親との会話
から出てきた怪異の要因が突飛すぎて途中で理解できなくなってしまった。子どもの頃
の記憶の話までは、肝試しで嫌な思いをしつつ、スリルを楽しんだ思い出、で良かった。
しかし、それが呪いだったと知るきっかけになる「豊くん」が亡くなったのは42歳。早速40
歳を超えている矛盾が生じている。話を膨らませるために後から色々な要素を付け足し
たような印象を受け、話に一貫性がなく読みづらかった。
また、改行が少ない上に誤字脱字が多く文章が読みづらい。期限の中で一生懸命書い
たのは伝わるが、一度客観的に見直してから投稿していただけると有難い。

20 炭鉱町の廃病院 幸川栞（さいかわしおり） 一般審査員E 15 10 18 20 20 83 廃病院へ訪れてから数十年後に知る真実。子供の頃のヒエラルキーが上手く描かれて
いて面白かったのでユーモアを高く付けました。ゴールテープみたいなものがてっきり立
入り禁止のテープだと思ったら封印する為の物だったのには意外さを感じました。「４０
になるまで祟る」は、豊君が亡くなったのが４２歳なので、呪いは４０歳では終わってい
ないと思われます。４０は、年齢ではないかも知れないとなると、いくら両親がお祓いな
ど手を尽くしてくれていたとしても、唯一の生存者の主人公なのに淡々とし過ぎているの
が腑に落ちませんでしたし、最後の盛り上がりに欠けると思いましたので、 怖さと鋭さを
低くしました。

20 炭鉱町の廃病院 幸川栞（さいかわしおり） 一般審査員F 14 12 12 12 13 63 このお話も、廃病院という心霊スポットに行ったメンバーが次々と亡くなっていく、という
よくある話といえばそうなんですが、投稿者さん以外は全員亡くなっていて、その死因を
知るとかなり怖い。病院が廃院になった経緯や、炭鉱という特殊な環境で経営されてい
た病院だった、という事実には闇を感じる。そこは普通の病院と違った意外性を感じる。
今のところ、投稿者さんは無事のようだけれど、喘息で苦しんでいらっしゃるようなの
で、今後何もない事を祈りたい。改行や行間がなかったので、そこを意識するともっと読
みやすくなると思います。後、怒鳴られつつ怒られ、という箇所は二重表現になるので、
怒鳴られ、若しくは怒られ、のどちらかでいいと思います。

20 炭鉱町の廃病院 幸川栞（さいかわしおり） 一般審査員G 20 15 13 10 13 71 凄いお話しでした。こんな事あるんですね…幼少期の体験が大人になるまで影響があ
り、それが呪い⁈私も信じたく無いと思いながら読んでいましたが、どんどん友達が亡く
なっていく様子と描写で鳥肌が立ちました。そして投稿者さんが今もこうして元気に生き
てこられている事が本当に良かったと思いました。お友達の連鎖した死も相まって非常
に怖かったので怖さの点を満点にしました。またお話も読みやすく情景が浮かぶ描写
だったので他の点でも高得点！最後の“跡地が住宅地に変わった”件。良い意味でモヤ
モヤ。その後もそこでは何かあるのでは⁈と思わざる終えません。とても良いお話しでし
た。

20 炭鉱町の廃病院 幸川栞（さいかわしおり） 一般審査員H 20 20 5 10 15 70 読んでいて、部屋の温度が1℃下がったかと思った。そんな怪談。小学6年生の肝試し
が30年も引き摺るなんて予測出来ませんでした。小学生の無邪気さ、破ってしまった結
界、悲しい時代背景、実は次々と亡くなっていた同級生。前半と後半のメリハリが激しく
読み手の情緒を削るような展開と、日本の炭鉱が舞台なのに、海外のホラーのようなダ
イナミックなエンドに息が詰まりました。登場人物が多かったですが、過去の振り返りと
死因が上手くからめて書いてあったので、ストレスなく読めました。だからこそ想像が容
易でめっちゃ怖かった。良き怪談です。

20 炭鉱町の廃病院 幸川栞（さいかわしおり） 一般審査員I 12 10 10 10 10 52 遊びで悲しいことがあった場所に行っては行けないってお話でした。１人生き残った気
持ちはどんなだろ。40の呪いが終わったのかわからないから一生怯えながら生きること
になるのかな。それはとっても恐いです。

20 炭鉱町の廃病院 幸川栞（さいかわしおり） 一般審査員J 20 15 17 3 10 65 廃病院に入った後子どもたちはそれぞれふざけた事を言い合っていましたがその言葉
どりに亡くなっているあたりが呪いが続いているのだと怖かったです。長い話ではありま
したがとても丁寧にわかりやすく書いてあり読みやすくて良かったです。両親が身代わ
りを川に流したり御祓をしてくれたおかげで投稿主さんには呪いがふりかからないよう
にしてくれたり愛情を感じました。このまま何もなく生きていってほしいです。

合計 153 129 121 111 135 649

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

44 オレンジ色の道着 ひげ 一般審査員Ａ 15 12 12 12 12 63 チャンネルで紹介された怪談の後日談として異常に興味深く、そして怖い怪談だと思い
ました。個人的な感想として、文の途中でこの話はゴローさんとナナフシギさんとのコラ
ボで投稿した話ですという説明はいらないのかなと思いました（説明をするならば説明
するならば最後がいいのかなと。そのほうが怪談に集中できるから）。子供がオレンジ
色の道着を着ていると言った謎の存在によって家族がめちゃくちゃになるのは理不尽だ
と思いましたし、心中未遂までもが起きるのは本当に怖いです（子供だから色が識別で
きないのは大目に見ましょう）。怪談としての作りは悪くなかったので平均的な得点にし
ています。

44 オレンジ色の道着 ひげ 一般審査員B 15 13 13 12 13 66 線路の老婆の話を軽く超えてくる後日談ですね。鬱病になってるとはいえ自分の子供を
毒殺しようとするのはすごくショックでした。それが全部霊の仕業ならだいぶヤバい所で
すね。土地についてる霊なら今でもそこで、うごめいてると思うと絶対近寄りたく無いし、
怖くて仕方ないです。

44 オレンジ色の道着 ひげ 一般審査員C 18 13 18 14 17 80 踏切の怪、という狭い範囲の怪異かと思ったら一帯が忌み地であり、家族諸共障りを受
けてしまったという話。
どこからどこまでが本人達に起因する不幸なのか、怪異が引き起こした不幸なのか、そ
れは分からない。
しかし、幼い娘が忌み地の由来であろう橙の囚人服を視てしまっていた。
それはその地に起きていた暗い過去と家族の悲劇、その繋がりを想起せざるを得な
い。
現場の描写や所々の文章がやや甘いように感じたので鋭さが少し失われている気がし
ました。

44 オレンジ色の道着 ひげ 一般審査員D 12 8 15 13 16 64 まず、前提として私が前回の投稿譚の詳細を覚えていなかったので、独立した話として
読ませていただいた。重苦しくならないよう軽いテンポで書かれているが、内容はかなり
濃厚かつ重々しい。感覚が鋭く、たまたま忌み地に移り住んでしまったために起きた悲
劇に胸が苦しくなってしまった。子どもが見たオレンジの道着がまさか囚人服だとは誰も
想像できなかっただろうし、知ったところで忌み地とまでは知ることができなかったと思
う。周囲で起きていることに比べれば、本当に命があっただけマシと思わなければ救わ
れない話だと思った。説明も含め、全体的に軽いテンポでゆるゆると書かれているので
鋭さは低めにつけさせていただいた。

44 オレンジ色の道着 ひげ 一般審査員E 10 10 15 10 15 60 たくさんのエピソードを詰め込み過ぎな感じで、怖さは感じられませんでした。上手くまと
めて書かれていたら加点出来たと思います。導入部分の老婆であろう黒い人影とオレ
ンジ色の胴着と最後の耳元で聞こえた野太い声の関係付けもよく分かりませんでした。
タイトルがオレンジ色の胴着だから、それをメインで書かれた方が良かったと思います。
また、当時の嫁と書いてしまうと、その後、別れるのが分かってしまうのは残念でした。
また、前半途中の以前に投稿した等の説明は不要だと思います。そこで話が途切れて
しまうのは勿体無いです。 書くので有れば最後か備考の方がいいと思います。

44 オレンジ色の道着 ひげ 一般審査員F 14 13 14 13 13 67 この話は以前投稿されたお話の後日談という事ですが、非常に辛く重い体験をされて
いたのですね。怖さは勿論ですが、ご家族が離れ離れになってしまった、ならざるを得
なくなった悲しみを強く感じてしまいますね。文中に出てくる『オレンジ色の道着』を説明
する表現で、『ドラゴンボールのクリリンみたいな服』というのは娘さんの使った言葉その
ままなのだろうけれど、その例え方がいかにも現代的で、それが案外、一般的にも伝わ
る表現のような気もするな、と面白く思いました。文中で、冬場は一緒に働く事も〝あっ
た、の〝には何か意味はあるのでしょうか？最後のこれが更なる因縁の始まりで…の
一文がまた今後、新たな悲劇が起こるのだろうか…と想像させ、そこでも怖さが増して
きますね。

44 オレンジ色の道着 ひげ 一般審査員G 18 13 13 10 13 67 もう、壮絶なお話しですね…。本当にご存命だった事が心から良かったと思うお話しでし
た。まさか最初の話からこんな事になっていたなんて…先妻の方も本当に不幸だったと
思います。忌み地の話はよくありますが、これだけの歴史がある場所でしたら何か障が
あってもおかしくは無いですものね…。淡々と語られる内容や描写がとても簡潔で分か
りやすく、とても読みやすい構成だったと思います。また事実描写がとてもリアルだった
事も怖さ増大でした。全体的に高得点なお話しだったと思います。そして最後の“寝息”
の件。安堵の着地かと思いきや又何か起こりそうなフラグ！今後にも期待してしまいま
す（不謹慎ですけど汗）

44 オレンジ色の道着 ひげ 一般審査員H 15 20 5 5 5 50 小さな怪異から始まり、脳裏に焼き付くような受刑者のオレンジ色の道着。病んでいく配
偶者、最愛の人から無理心中させられそうになってしまった実体験。幸せな家族がどん
どん歪んでいく過程が綴られており、怪異が加速していくほど、体験者さんの人生がど
んどん濁ってしまう展開は、怪談の枠を超えた胸に焼き付く内容でした。この投稿怪談
は、ナナフシギさんの過去動画で投稿怪談の続編という内容に驚きました。怪奇宴グラ
ンプリが開催されたからこそ読めたのか！と噛み締めながら読ませて頂きました。続編
の投稿ありがとうございました。投稿者さん幸せになって！！

44 オレンジ色の道着 ひげ 一般審査員I 14 12 12 10 10 58 クリリンや四つん這いを見なければ家族の幸せは続いていたのしょうか。また一家心中
しようとした嫁に子供を託して大丈夫だったのでしょうか。現在の子供達のことが出てこ
ないかと読み進めましたが、出れこなかったのが残念です。BBゴローさんの時の動画
を視聴していなかったので、今回初めてお話に触れましたが、どんよりした気持ちに
なってしまいました

44 オレンジ色の道着 ひげ 一般審査員J 17 18 16 3 12 66 あらゆることが起因で家族がバラバラになってしまったのは可哀想で何とも言えない気
持ちになりました。お子さんをうつのお母さんが引き取ったことで何か起きないか心配に
なり途中は怖さよりも心配が勝ちました。見える人には見える人なりの苦労があると聞
きますがこう言う風なことが起きてしまうと嫌になるだろうなぁと感じました。

合計 148 132 133 102 126 641



No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

13 好奇心の代償 クマ子 一般審査員Ａ 12 10 10 10 10 52 「？」を多用していたので、ちょっと読みにくいなと思いましたが、しっかりとした怪談に
なっているので50点越えにしています（私のスタンスです）。心霊スポットに行ったら友
達がおかしくなってしまったというのはあるあるな話ですが、その中でも怖いと思ったポ
イントは2つ。一つ目はなかなかたどりつけなかったのに、行けてしまったこと。二つ目
は電子音でバッハのメヌエットが自宅の廊下から響くところ。この2点はちょっと気味が
悪いと感じました。

13 好奇心の代償 クマ子 一般審査員B 15 15 13 12 10 65 まず、廃病院に行く途中で石柱に邪魔されて進めないのは単純に道が合ってると思い
込んだか、強い守護霊が守ろうとしたかですね。次に建物のでかい顔は聞いた話です
がその廃墟の主的な霊の顔や目が建物に浮かび上がるみたいです。あと、Aさんの取
り憑かれた感じと伝染するメヌエットでAさんとクマ子さんの2人が霊感が強くて霊が引き
寄せられた結果、守護霊の強弱でAさんは持っていかれ、クマ子さんはメヌエットを伝染
させられた感じですか。イメージですが当時その病院で使われていた保留音がメヌエッ
トだったんじゃないかなと思いました。

13 好奇心の代償 クマ子 一般審査員C 15 17 16 17 15 80 好事魔多しと申しましょうか心霊スポットや、霊感がある方の嫌な予感、雰囲気の暗い
場所、には進んで行かない事を強くおすすめします霊は電波にのりやすいですね一定
の周波数がピッタリ合致した瞬間本来聴こえない声や音が聴こえてくるとても不気味で
す。頭の中で映像を想像出来たのでなかなか怖さはありましたそして霊感があるふりと
いう新しくまたユーモア試みにはポイントをつけたくなりました

13 好奇心の代償 クマ子 一般審査員D 18 16 10 16 12 72 心霊スポットに行って霊感に目覚めてしまう話はよく聞くが、この方は急激に開花してし
まったようでとても同情する。バッハのメヌエットは保留音にもよく使われているイメージ
のため、留守電に入っていたら余計気持ちが悪いだろうと思う。しかし、話したらその人
たちに感染する状況を「流行」と言ってしまう投稿主の少々不謹慎さが最後まで少々気
持ちがいいものではなかった。笑わせようとしていたのかもしれないが、個人的にはあ
まり好みではない表現だった。そこ以外は、比較的読みやすく、分かりやすい文章でま
とめられており面白い話だと思った。

13 好奇心の代償 クマ子 一般審査員E 15 10 5 10 10 50 心霊スポットに行ってからの怪奇現象で最後に音信不通。さらに着信アリのような話に
新しさは感じませんでした。文字化けなのか「？」が多く使われていて、非常に読みづら
かったです。話をいろいろと詰め込み過ぎな感じがします。最後の家庭教師の部分を前
段に持って来て、生徒Dに話す形で心霊スポットの話を展開した方が話に引き込まれる
んじゃないかと思いました。また、最初の挨拶部分は備考に書かれた方が良かったと思
います。

13 好奇心の代償 クマ子 一般審査員F 15 12 13 12 12 64 お話自体は心霊スポットに行き、その後取り憑かれてしまったようで様々な怪奇現象が
起こってしまう、というよくある物ですが、それが現在進行形で続いているかもしれない、
また、バッハのメヌエットが携帯から流れてくる現象が他の人達にまで伝播していく…と
いうのはあまり例がなく怖いですね。文章の構成としては、しっかりしていて読みやすく
良かったと思います。気になった点は、？の使い方で、文中にかなり？が出てきて、あ
まりに多いのと、使い処はもう少し考えた方がいいかと思います。他には、全体通して
『～ました。』で文章が終わる中、1ヶ所だけ車内に鳴り響いていた…で終わる文がある
ので、そこも統一した方がいいと思いました。後は、Cの家がある明石まで送る事にしま
した、の処は、Cの家がある明石までCを送る事に…というように、『Cを』を入れた方が
話が伝わり易くなります。後、Aは独りであの場所、たった独りで、は独りでが繰り返しに
なるので、Aはたった独りで、とする。人間の足場なんてない…の処は『人間の』は省く。
そうすると読みやすさももっと良くなります。

13 好奇心の代償 クマ子 一般審査員G 15 10 13 10 10 58 普通の怪異とは違い、後半怪異が伝染していくお話しになり読むにつれてどんどん怖さ
が増していくお話しでした。なので怖さの点を好評にしました。又話しの中に会話が沢山
盛り込まれている事から話に臨場感が出て、その場の様子がとても伝わり面白く読めま
した。冒頭心霊スポットに向かうまでの一連の様子から既にフラグが立っていて、まるで
引き込まれている様な感じや、そうなる運命だったのかなぁ⁈と思わせる展開、話が終
わっても更にその後どうなったんだろう？と色々考察してしまいました。

13 好奇心の代償 クマ子 一般審査員H 5 10 5 5 10 35 伝染していく怪異が複雑にからみあって、生々しい噛みごたえのある怪談だと思いまし
た。投稿者さんの実体験という事で、時系列に出来事が日記のように綴られており、
生々しい現場の空気や登場人物の緊張感が伝わってきました。電子音のメヌエットは、
ナースコールじゃないでしょうか。心霊スポットの廃病院に行った事をきっかけに霊と
チャンネルが合ってしまったのか、もしくは念の渦の中に入ってしまったのか。苦しい怨
念が何度も何度もナースコールを鳴らしているのかもしれません。メヌエットが聞こえる
限り、怪異は終わることはないと思います。1点残念な読了感になってしまったのは、文
中に無意味な「？」が多く気が散ってしまいました。おそらく絵文字の文字化けでしょう
か。ぜひ！次の投稿怪談の際は絵文字を使用せずご投稿をしてください。

13 好奇心の代償 クマ子 一般審査員I 12 10 12 10 10 54 私の県にも同じ地名があるのとその名の駅がありワクワクして読みました。霊にはやっ
ぱりキッパリはっきり言うのがいいのだなと思いましたが、せっかくのご褒美だったのに
災難だったなと思いました。何年も付き纏っていたのかな。その話をするのを待ってい
たのかなと思うと怖かったです

13 好奇心の代償 クマ子 一般審査員J 15 10 16 3 14 58 あまり好みの話ではありませんでした。不気味さはありましたが怖いとあまり思わなかっ
たです。話が途中わかりづらいところがあり想像しづらく投稿主さんの出来事の怖さに
共感できませんでした。

合計 137 120 113 105 113 588

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

16 家族 takamiya 一般審査員Ａ 10 8 8 8 8 42 あんまり怖くない話でした。多分、弟がいなくなった原因は父親があの日、トンネルに
行ったのが引き金になったと語っているけど、本当にそうなのかは分からないと思いま
した。ところどころ、読みにくいところがあったので全体的に得点は低くしています。唯一
得点が高いのは弟が「コイ、コイ」と呟いているところでした。

16 家族 takamiya 一般審査員B 15 12 13 12 12 64 弟さんは本当に取り憑かれてしまったのか、そんなに強い悪霊が人に憑くのかすごく気
になる話でした。当時の医者の診断はどのようなものだったのかだったり、消えた親父
と弟は本当に亡くなったのか？謎が多い話です。行方不明で警察に届けを出している
のか死亡と判定されているか教えてほしいですね。

16 家族 takamiya 一般審査員C 12 13 13 14 13 65 人生の分岐点があるとしたら間違いなくそのトンネルにあると思いました怖さポイントは
少ないですが心のうちを淡々と綴った文章や諦めにも似た吐露がじわりと染み込んでき
て読みやすかったです。心霊スポットや、神域と呼ばれる場所ではとくに悪ふざけをした
わけでもないがたまたまターゲットにされるのは理不尽で一方的でその後の人生がめ
ちゃくちゃに変わるのは急展開の鋭さがありました

16 家族 takamiya 一般審査員D 7 9 12 10 12 50 いい話にまとめようとしているものの、体験者に感情移入がなかなかできない。弟が洞
窟に入ってから様子がおかしくなり、1週間も行方不明になっていた間連れまわしたと思
われる人物は何者だったのか。目的は何だったのか。洞窟でたまたま魅入られただけ
だったら行方不明になるエピソードは何の意味があったのか。不可解なエピソードの
後、事態が急激に変化してしまうため理解が追い付かない。誘拐事件は大変な事件な
のに、その後警察は何も手掛かりは掴めなかったのか。その描写がないのも気持ちが
悪い。体験者は弟が嫌いだったのかとさえ思えてくる。両親への愛情、感謝は伝わって
くるか、肝心の弟への感情がほとんど感じられないのも残念。
何かに魅入られてしまった弟と父親が同時に行方不明になる点は意外だった。

16 家族 takamiya 一般審査員E 15 5 10 10 10 50 心霊スポットでは無いけれど、いわくが有るであろう場所へ行ってからの怪異話。話の
流れも新しさは無く、怖さも感じられませんでした。弟が行方不明になった時に一緒にい
たと思われる人は何者だったのか謎が残りました。スマホで霊能者とおぼしき女性と父
親が話す場面がありましたが、細かいかも知れませんが４０代半ばの方が中学１年生
の時のお話で、時代的にスマホはまだ普及していないと思います。鋭さを低くしました。
こういう整合性が取れない所が有ると、せっかく話に引き込まれていたのに一気に冷め
てしまいます。

16 家族 takamiya 一般審査員F 13 12 11 11 12 59 体験談として読んで思った事は、考えないようにするくらいショッキングで怖い出来事
だったんだろうという事だ。自分の家族、弟がある日からおかしくなり、やがては父親と
共に姿を消してしまうというのは想像の域を越える。弟さんは元軍人が悪霊化したもの
に魅入られた、という見解でしたが、なぜ弟さんだったのか、それによって家族が引き裂
かれてしまった投稿者さんの気持ちを思うと切なくなる。全体的によくまとめられた文章
ですが、一点だけ、誘拐事件に切り替えてとして、と書かれている箇所だけ気になりまし
た。『として』はいらないですね。最後の一文に投稿者さんの思いが詰まっていますね。

16 家族 takamiya 一般審査員G 20 15 10 10 13 68 読み終えた後心がぐったりしてしまうくらい壮絶な話し過ぎて、涙無しでは完読出来ませ
んでした。同じ子を持つ親としての想いもありますし、お父さんの気持ち、そしてお母さ
んの姿…切ないです。お話しの最後もハッピーエンドでは無いものの、投稿者さんがな
んとか少しずつ前を向いて進んで行こうとしている様子が私には伝わり、それが救いで
した。おどろおどろしい怖さでは無いものの、考えさせられる怖さでしたので怖さの点を
満点にさせて頂きました。語り口調の文も私には心地よくお話を聞いてる様な感覚で読
み終える事が出来ました。

16 家族 takamiya 一般審査員H 15 10 5 5 15 50 悲痛な叫びが脳裏に焼き付く内容に息が出来なかった。つらい。つらすぎる。とことん読
者を底なし沼に落としていく不幸な怪談だと思いました。投稿者さんの幸福を願わずに
はいられない内容に胸が苦しくなりました。家族の人生を狂わす程の怨霊。その怨霊も
戦争で人生を狂わされたのかもしれません。冒頭から漂う不穏な空気から、家族全員
不幸エンドに至るまでの展開がとことん辛く深く描写されており、長期間の出来事にも関
わらず混乱せずに読める点は投稿者さんの文章力の高さを感じました
書評らしい事をせねばと、こちらの気持ちを切り替えるのに時間がかかるぐらい引き込
まれました。

16 家族 takamiya 一般審査員I 14 12 12 10 10 58 読みやすかったです。弟さん運命では片づけられない状況で、家族みんなあんなとこに
行くんじゃなかったって後悔しかないのが伝わってきます。お父さんは弟さんを1人で行
かせたくなかったのでしょうね。だからってお母さんを行かせるわけには行けないので
自分が行ったのでしょう。生きているあなたより弟が可愛いとか好きだったではなく1人
にさせたくないが正解なのではと思います。家族の愛のお話のような気がします

16 家族 takamiya 一般審査員J 18 20 20 3 20 81 とても後味の悪い話でした。怖さもあり不気味さもあり・・家族の気持ちになると悲しい気
持ちにもなりました。みいられて連れて行かれてしまった弟さんを一人にしないためにお
父さんも一緒に行ったのか真実はわかりませんが生きて欲しかったと真摯に思います。

合計 139 116 114 93 125 587


